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第４章 計算してみよう（PHP に慣れる） 

つくるものの概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

結果表示ページへ遷移 

 

 

 

 

 

 

 

４−１ 入力ページ作成 

新規で keisan_input.html をつくり、次のように打ち込んでください。 

 

 
 

  

計算する ＋ 

数字を入れる ［計算する］ボタ

ンをクリック 

計算結果が表示さ

れる 

入力した数字

１つ目 
＋ 

入力した数字

２つ目 
＝ 計算結果 
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４−２ 計算＋出力プログラム作成 

【練習４−２−１】 

keisan_output.php を作成し、keisan_input.html で入力された num1 の値を表示

するプログラムを作ってください。 

 

 

●動作確認 

 

keisan_input.html にて、１つ目の入力欄に任意の数字を入れ、［計算する］ボタン

をクリック。 

 
 

 

 

keisan_output.php にて次のように入力した数字が表示されればＯＫです。 

 
 

 

【練習４−２−２】 

引き続き、keisan_input.html で入力された num2 の値を表示するコードを

keisan_output.php に追加してください。 

 

●動作確認 

 
 

 

 
 

 入力した２つの数字が出ればＯＫです。 
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【練習４−２−３】 

keisan_output.php にて、次の２つの変数を作り、受け取った２つの値を代入する

ように改造してください。表示するために使っていた部分は削除して構いません。 

$num1 … １つ目の数字を受け取る変数 

$num2 … ２つ目の数字を受け取る変数 

 ここまで作ったあと、$num1 と$num2 を使って、 

 
 

 

 
のように 

［１つめの数字］＋［２つめの数字］＝ 

と表示されるようにしてください。 

 

 

４−３ 数値の計算 

① $num3 という変数をつくり、$num1 + $num2 を代入する式を追加してください。 

② $num3 を表示する部分を追加してください。 

 

 
 

 

動作確認して、次のように計算結果も表示されるようになればＯＫです。 

 
 

  

① 

② 
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４−４ 入力ページに戻るリンクを作る 

【練習４−４】 

入力ページに戻るリンクを keisan_output.php に追加してください。 

計算結果の表示との間のとり方など、気になる方は改行を入れるなどもしてくださ

い。 

（ヒント）３−５、３−６、３−７を参考にしてみましょう。 
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第５章 計算練習ゲームを作ろう 

５−１ 問題表示、答え入力のページをつくる 

まずは第１問、ランダムな数字で問題が出て、答えを入力できるようにしましょう。 

ランダムな数字を作り出す、rand関数を使います。 

 

使い方・・・rand(最小値, 最大値) 

 

keisan_renshu.php というファイルを作り、以下のコードを打ち込みましょう。 

php のファイルですが、html の基本構造の body タグ内に php を織り交ぜます。 

 
 

ブラウザで表示して次のように見えれば OK です。 

 

</head>より上の部分は省略しています。各自記

入してください。 
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【練習５−１】 

答えを受け取って表示するプログラムを作ってください。 

keisan_renshu.php の form で指定した action に相当します。 

action で指定したファイル名で作ってください。 

 

 次のように表示されるようにしてください。 

 
 

単純に表示するだけ（しかも練習）ですので、HTML の構造などは不要です。 

・データを受け取る。 

・そのデータを文字列と一緒に表示する。 

という２行のみで OK です。 

変数名なども任意で、ご自由に決めてください。 

 

 

 

 

 

  



PHP 超⼊⾨ 第１部 
 

 
 

58 

５−２ hidden 属性で入力されていない値を渡す 

 答え合わせのために、正解の値も受け渡すようにしてみましょう。 

次の２行を keisan_renshu.php に追加してください。 

 

 
 

＜解説＞ 

●input タグの hidden属性 

入力されていない値を form データとして受け渡すことができます。 

 

受け渡しのため、変数 $seikai をつくり、それに $num1 + $num2 を事前に代入

し、その値を hidden属性で送るということをしています。 

 

 

【練習５−２】 

正解の値を受け取り、下図のような表示をするプログラムを作ってください。 

練習５−１で作ったプログラムに追記してください。 

 

 

 

 
 

 

 

  

これを追加 

この部分は５−１で作った

もの 

この部分を作る。 
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５−３ if 文で、正解・不正解を判定 

 keisan_renshu_exe.php に、正解か不正解かを判定する仕組みを追加していきます。 

 下記のように追記してください。 

 

 
 

＜解説＞ 

 

if文 

 条件が true（真）かどうかで処理を分岐する 

 

 

比較演算子 

 == 同じ （例）A == B A と B が同じなら true（真）を返す 

 != 異なる （例）A != B A と B が違うなら ture（真）を返す 

 

 

 

動作確認してみてください。 

下図のように、正解・不正解を正しく判定できれば OK です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

この部分を追加。 
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【課題】 

現状では、答えを全角数字で入力すると間違いと判定されます。 

全角数字で入力しても正解と判定できるようにプログラムを改造してみましょう。 

 

（ヒント） 

keisan_renshu_exe.php で、$ans を半角に変換する過程を挟みましょう。 

PHP には、全角を半角に変換する関数が用意されています。 

「php 全角数字を半角に変換」などのキーワードでググるといろいろと情報がヒ

ットしますので、それらを参考に挑戦してください。 

 

 変換する命令１行追加だけです。 
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第６章 ２問の計算練習ゲームを作ろう 

 前章で作成した keisan_renshu.php と keisan_renshu_exe.php をコピーして、そ

れぞれ keisan_renshu2.php、keisan_renshu2_exe.php というファイルを作ってくだ

さい。 

 

 keisan_renshu2.php を本章の準備のため以下のように書き換えてください。 
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６−１ 第２問をつくる 

 第１問の部分（下図濃い目の部分。16〜24 行目）をコピーし、その下に貼り付け

てください。 

 

 
 

貼り付け後 

 
 

  貼り付けた部分 
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 貼り付けた部分を第２問として書き換えていきましょう。 

 第１問の部分も、第１問だとわかるように少し書き換えてください。 

 

 
 

 この時点でブラウザで見てみましょう。 

 

 
 

【練習６−１】 

現時点では「第２問」の文字が１問目の回答欄の右に表示されてしまっています。 

下図のようになるよう、プログラムを変更してください。 
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６−２ 受け取り側を作ろう 

form か ら受け渡す と き の デ ー タ名を第１問の 方 も変更し ま し た の で 、

keisan_resnhu2_exe.php の方では現時点でどのデータも受け取ることができません。 

 

そこで、まず第１問のデータを受け取れるように、次のように変更していきましょ

う。 

 

 
 

 変更したら、第１問の情報が正しく表示されることを動作確認してください。 
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６−３ 表で表示してみよう 

 例えば、次のような表示にしてみることを考えましょう。 

 

 あなたの答え 正答例 正否 

第１問 49 49 ○ 

第２問 87 123 × 

 

HTML での表の表示方法を合わせて学びます。 

まずは第１問まで作ってみます。 

第１問に関しては、「あなたの答え」は$ans1、「正答例」は$seikai1 です。 

正否欄は、if文で判定して表示します。 

 

 

大きく改造していきますが、使える部分はそのまま使います。 

まずは、echo で表示していた部分をすべて削除してください。 

 

コードは次のページに示します。 

if文では、新たに$seihi1 という変数に○か×を判定して代入します。 

これらを、<table>タグで表形式で表示します。 

html の基本構造を追加し、<body>内に表を作りましょう。 

html 内で php の変数を表示したいときは、php の省略タグ<?= 変数名 ?>を使うこ

とができます。 
	
	
<table>タグの解説 

<table></table>で、表。 

 border=”1”属性は、表の枠線の太さが１。 
<tr></tr>は行。 

<th></th>はヘッダ。見出し。列。 

<tr></tr>は内容の列。 

 

 

なお、表の枠が二重線になっているのは HTML の標準仕様。一重線にしたい場合は

CSS（Cascading Style Sheets）で指定する必要があります。この講座では割愛しま

す。 
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 次のように表示されれば OK です。 
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【練習６−３−１】 

下図のように第２問の行も表示されるようにしていきましょう。 

 
穴埋め問題にしました。 

コードを追記しつつ、穴埋めしてください。 

 

 

 
 

（途中省略） 

(1) 

(2) 

(3) 

(4) 

(5) 

(6) 
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【練習６−３−２】 

問題のページ（keisan_renshu2.php）へ戻るリンクを追加してください。 

 

 

 
  

(8) 

(9) 

(7) 


